







ド ン に て ア ヘ ン 反 対 貿 易 協 会（The Anglo-Oriental Society for the 











　『勧誡社彙選』は光緒 2 年（1876）年刊本、全 1 冊。本来は、同じく学習院
大学図書館が所蔵する『勧誡食鴉片煙醒世図』（全 1 冊）3 とあわせて 1 冊をな
していたと考えられる4。封面には「南海老人甘嘉楽題」とあり、光緒丙子重




















































































































































































































































申の日付は光緒 2 年 10 月とあるから、1876 年 11 月から 12 月にかけて書かれ
たものと思われる。
　この上申は確かに郭嵩燾の目に入っている。彼は後述する禁アヘンの上奏文





























































































22　同上、光緒 3 年 2 月 3 日、151 頁。なお原文中の「告〔各〕」について、日記原本では「告」字に作るが、『郭嵩燾
日記』3（湖南人民出版社、1982）や主にそれに基づく『郭嵩燾全集』では「告」字を「各」字に訂正している。本
稿もそれらにしたがう。
23　同上、光緒 3 年 8 月 14 日、281 頁
24　「請禁止鴉片第一疏」、光緒 3 年 2 月 8 日、「請禁鴉片煙第二疏」、光緒 3 年 6 月 10 日（『郭嵩燾全集   四   史部一 
奏稿』岳麓書社、2012）808─810 頁、819─823 頁。



























26　「請禁鴉片煙第二疏」、光緒 3 年 6 月 10 日、821 頁。
27　禁煙公社の専論としては、金培喆「郭嵩燾的対外意識和地域活動──以思賢講舎及禁煙公社為中心」（周維宏等主
編『世紀之交的抉択』世界知識出版社、2000、所収）を参照。
28　『郭嵩燾全集　十一　史部四　日記四』（岳麓書社、2012）、光緒 5 年 8 月 13 日、167 頁、光緒 5 年 9 月 1 日、173 頁。
29　『郭嵩燾全集　十二　史部四　日記五』（岳麓書社、2012）、光緒 12 年 9 月 1 日、190─193 頁。












































国禁鸦片运动的部分看法。英东力除鸦片贸易会（The Anglo-Oriental Society for 
the Suppression of the Opium Trade），是在英国禁鸦片运动中的一个代表性团体，
至今已有不少相关研究成果 ；但是笔者认为，针对当时中国人对于这个运动抱持
着什么看法这一问题，应尚有研究的余地。对此，本文在《劝诫社汇选》的文本
基础上，就广州乡绅组织的劝诫社对英东力除鸦片贸易会的看法进行分析。《劝
诫社汇选》里不仅收录了英东力除鸦片贸易会以中文写就的声明书，还收录了劝
诫社对其回应的文字。本稿透过这些史料的分析，主要关注以下两点 ：第一，在
英东力除鸦片贸易会与劝诫社对禁鸦片方案的议论过程中，其实已论及了英国的
议会制度──而英国的议会制度究竟是在何种脉络下被介绍到中国，是中国近代
史上的重要课题──就此点而言，《劝诫社汇选》将能为此提供新的事例。第
二，作为禁鸦片运动的一环，劝诫社还呈请了出使英国钦差大臣郭嵩焘，向英国
政府进行交涉。郭嵩焘积极推行禁鸦片运动虽是众所周知之事，然而其背后竟有
劝诫社的影响，这一事实或将为郭嵩焘思想研究带来新的认识。
